










































































戴炎輝『唐律通論』 （国立編訳館、民国五三年） 。同氏「清律に於ける共犯」 ｛国家学会雑誌八五の五・六、中村茂夫氏による書評
がある （法制史研究二四） ｝ 。同氏 『中国法制史』 （三民書局印行、 一九九六年） 。律令研究会編 『訳註日本律令五
　
唐律疏議訳註篇一』 （東























もし本条が皆というものは罪に首従がない。皆 いわないものは 従 法による。
　
それ勝手に皇城宮殿等の門に入ることを共に犯し 及び度関をひそかに共に越え、共に役を避け逃亡し、及び共に姦 犯した者は










































































































ることこそあれ、自己の手による行為についての責任を減免する原由として作用することはないとされる。共同犯罪としての罪責 自分がなした行為に対す 単独犯罪としての罪責が観念的に競合するととらえるのであろう。それは個人を独立した主体的な存在として見 ところ ら出てくる構成である。しかし、共同犯罪に於ける個人はあくまで団体でなした犯罪行為全体の中で果たした役割を見るとき 見え く 。共同犯 者とは別 個人を単独の犯罪行為者として考え ことはない。犯罪は共同犯罪か単独犯罪か どちらかであって、共同犯 と単独犯罪とが博士の言われ ような形 競合するこ 仲間 手による行為まで責任を問われ こともあ 、また自己の手による行為 ついての責任を減じられることもある。
（27）
第二に、意思が同じ方向に向かっていなければ共同犯罪とはならない。対向犯は共同犯罪ではなく別のそれぞれの犯































































































































る原則的な法理である。共犯罪分首従条は発意（ 「造意」 、 「起意」 ）の有無を見て首従を分ける。犯罪の実行行為に於いて果たした役割に着眼して首従を決めるのであろう。
（1）
ただ、利得罪にあっては利得していない者は首犯とならないことが
























そこでは、共同犯罪には着眼せず、それ故、首従の法に沿って共謀為従とすることはしない（ 「不得以共謀為従論也」 ） 。
（8）










































































































































































って手渡したからであり、同謀加功に入る。李氏は該犯の兄の妻であっ 服制はないので、凡人と 論じるべ である。その誤って死なせた姪女の二命は、律は処罰しない。軽罪の議論しない のである。李氏はわずかに、ただ言葉で逆らっただけなのに秦氏は根に持 謀殺 。その情況を調べるに実 残酷である。例 考えて問責するべきである。該省は
茂を処罰するに謀殺人従而加
































































































理解の相違にある。人をすべて自由、平等で独立した主体的存在として見る現代法とは異なり、清代法は人をそれ程主体性の強い存在とは見ない。それ故、人の集まりを見たとき個別 な人の集合と見るよりも団体の中に役割を果たす個人がいるととらえる傾向が強い そこから自分がなした行為より重く処罰されたり軽く処罰されることがあるし、特に重大な犯罪に於いて時に一方の身分が他方の刑罰に影響するようなこ が起こる。　
戴、滋賀両博士とも共同犯罪を人を独立した主体性の強いものであることを前提として個人が共同してなした犯罪とさ
れる。筆者は団体 してなした犯罪であるけれども処罰は役割に応じて個人に科すると考える。共犯法理の基礎とな代法の人間観の理解が両博士とは異なって　
理念的に人間をとらえるところから出発する現代法とは異なり、清代法は現実のあり方に引っ張られて法を体系化す
特徴がある。当時、人はそれ程主体的 生きていた訳ではない。共同犯罪の仕組みはそれを反映している。
